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気候変動対策の国連の会議、「COP26」に合わせて南太平洋の島国、ツバルが動画を公開し、

スーツ姿のサイモン・コフェ外相がひざまで海水につかって海面上昇で水没が懸念される国の現

状と気候変動への対策を訴えました。この動画は、南太平洋にある島国、ツバルが「COP26」に

合わせて公開しました。 

動画でサイモン・コフェ外相はスーツ姿でスピーチ台の前に立ち、「私たちは気候変動と海面上

昇の現実の中で生きています。陸地が消え去り、国民が国を離れざるをえない最悪のシナリオも想

定している」と水没が懸念されるツバルの現状を淡々と説明します。その後、カメラが離れて背景が

映し出されると、外相がひざまで海水につかっていたことがわかります。 

この場所は海面上昇によって水没した、かつて陸地だった場所で、外相は「常に海面が上昇する

中で、ただスピーチを待ってはいられません。クライメートモビリティ（気候変動による人口移動）は

最も重要な課題です。明日を守るために、私たちは今日、勇気ある代替策を取らなければならない」

と、気候変動への早急な対策を訴えてスピーチを結びました。 

動画はSNSで拡散されて話題となり、コフェ外相は「動画がツバルの直面している課題を知って

もらうきっかけになればうれしい。各国の指導者たちには目の前の経済的な利益よりも世界全体の

幸せを直視してほしい」と話していました。 

海抜が低いツバルは、地球温暖化の影響を最も大きく受けている国の一つで、海面上昇による

水没の危機にさらされています。世界銀行によると、西太平洋では海面上昇が世界平均の2〜3倍

早く進んでおり、21世紀末までに0.5〜1.1メートル上昇すると見られています。また、ツバル政府

も、同国が北半球の国に比べて3倍気候変動の影響を受けやすく、21世紀末までにツバルは沈む

可能性もあると警告しています。すでにニュージーランドに移住した人たちもいるといいます。 

【ツバル共和国について知ろう】           ユネスコスクール特集 北九州市立尾倉中学校 

ツバルは、9つの環礁島からなるポリネシア最西端の国で、首都のあるフナフティ環礁島は、赤

道の南1,000km、フィジーの北1,100kmに位置している。北西から南東に焼く700kmにわたり

飛び石のように斜めに連なっている環礁島はすべて低い島であり、ツバルの人々は地球温暖化の

影響を深刻な問題として捉えている。ツバルという国名を知る日本人は少ないが、日本では古くは

エリス諸島の名で知られていた。最近ではツバル諸島とも呼ばれている。土地面積26平方キロメ

ートル、人口は10,880人。人口密度は、1平方キロメートルで約400人と、日本の340人を大き

く上回る。ポリネシアで最も小さい国であり、そして最も人口密度の高い国である。 

ツバルとは8つの集団という意味であり、昔からの居住者がいなかった最南端のニウラキタ島を

除いて国名が決められた。9つの集団の場合は「ツイバ（Tuiva）」となっていたかも知れない。8

つの環礁島は、北からナヌメア、ナヌマンガ、ニウタオ、ヌイ、バイツプ、ヌクフェタウ、フナフティ、ヌク

ラエラエであり、9つ目の島ニウラキタに人が住み始めたのが1949年からであった。 

【COP26 とは】 

英国グラスゴーで2021年11月1日～12日、「国連気候変動枠組条約第26回締約国会議」

(COP26)が開催されました。COP26では、「パリ協定」と「気候変動に関する国際連合枠組条

約」の目標達成に向けた行動を加速させるため、締約国が一堂に会して議論します。COP26の開

催地となる英国では、すべての国と協力し、企業や市民と力を合わせ、気候変動対策への取り組み

を推進します。  

地球規模で平均気温が上昇し続けています。また、これまで経験したことのないような豪雨や嵐

による災害、異常気象による農作物への被害が発生しています。いま行動しなければ、私たちはさ

らなる影響を受けることになるでしょう。  

こうしたなか、世界中のリーダーたちが2015年、フランスのパリで気候変動対策に取り組むた

めの歴史的な合意をしました。これがパリ協定です。合意された内容は、「世界的な平均気温上昇

を産業革命以前に比べて2度より十分低く保つとともに、1.5度に抑える努力を追求する」ことで

す。さらに、気候変動対策に必要な適応策や資金面での支援を強化することについても合意され

ました。パリ協定の実施と実現に向けて、世界が協力してこの重要な課題に取り組み、将来の世代

のために環境を

守ることを示して

いく必要があるの

です。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

For SDGｓツバル外相の演説から考えること 


